
物  質  名 トリフルラリン ＤＢ－40 

別  名 

N,N-ジプロピル-2,6-ジニトロ-4-
トリフルオロメチルアニリン  
アルファ,アルファ,アルファ-ト
リフルオロ-2,6-ジニトロ-N,N-ジ
プロピル-p-トルイジン 

CAS 番号 1582-09-8 
PRTR 番号 第 1 種 220 
化審法番号 3-426 

構 造 式 

分子式 C13H16F3N3O4 分子量 335.28 
沸点 139-140℃（4.2 mmHg）1) 融点 46-47 ℃ 1) 
蒸気圧 4.58×10-5 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 13.71 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 5.34（測定値）3) 水溶性 240 mg/L（25℃）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,197 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 1,930 mg/kg 4)  
 ラット 吸入 LC50 2,800 mg/m3（1hr）4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.005、0.02、0.08、0.32、0.64％の濃度で餌に添加して 90 日間投与した結果、0.02
％以上の群で尿細管上皮の硝子滴、0.08％以上の群で AST、乳酸脱水素酵素濃度の上昇、尿

中の総タンパク質量の増加、0.32％以上の群で体重増加の抑制、尿中のマグネシウム量の増

加、グロブリン濃度の増加を認めた。この結果から、NOAEL は 0.005％（2.5 mg/kg/day）で

あった 5) 。 
・ラットに 0、0.65、1.3％を餌に添加して 2 年間投与した試験で、22 週間目に 0.65％以上の群

で投与に関連した毒性影響がみられたため、用量をそれぞれ 0.325、0.65％に減らして投与し

た結果、0.325％以上で試験期間を通して体重が対照群と比べて 10％以上軽かったが、炎症や

組織の変性等の傷害は対照群と同程度のものであった 6) 。 
・イヌに 0、0.75、2.4、40 mg/kg/day をカプセルで 1 年間強制経口投与した結果、40 mg/kg/day

群で便の異常、体重増加の抑制、赤血球数の減少、ヘモグロビン濃度の低下、血小板数の増

加、メトヘモグロビン濃度、コレステロール濃度及びトリグリセリド濃度の上昇、肝臓の相

対重量の増加を認めた。この結果から、NOAEL は 2.4 mg/kg/day であった 7) 。 
・イヌに 0、0.75、3.75、18.75 mg/kg/day を 1 年間混餌投与した結果、3.75 mg/kg/day 以上の群

でメトヘモグロビン濃度の上昇、3.75 mg/kg/day 以上の群の雄及び 18.75 mg/kg/day 群の雌で

肝臓重量の増加がみられ、18.75 mg/kg/day 群の雌雄で血清中の脂質、トリグリセリド及びコ

レステロール濃度の有意な上昇、体重増加の抑制、赤血球数の減少を認め、雌では脾臓重量

の増加もみられた。この結果から、NOEL は 0.75 mg/kg/day であった 8,9 ) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.02、0.065、0.2％を混餌投与した二世代試験の結果、親では 0.02％以上の群で

腎臓の相対重量の増加、0.065％以上の群で腎臓の傷害、肝臓の相対重量の増加がみられ、仔

では 0.065％以上の群で離乳後の体重増加の抑制、0.2％群で胎仔数の減少がみられた。この



結果から、仔の NOEL は 0.02％（10 mg/kg/day）であった 10, 11, 12) 。 
・ラットに 0、100、225、475、1000 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した

結果、母ラットでは 475 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制がみられ、胎仔では 1,000 
mg/kg/day 群で低体重を認めた。この結果から、仔の NOEL は 475 mg/kg/day であった 13) 。

・ウサギに 0、100、225、500 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 28 日目まで強制経口投与した結果、

母ウサギでは 225 mg/kg/day 以上の群で食欲不振とるい痩がみられ、500 mg/kg/day 群では試

験を中止した。胎仔では、500 mg/kg/day 群で低体重、成長阻害を認めた。この結果から、仔

の NOEL は 225 mg/kg/day であった 14) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露で眼、皮膚、気道を刺激し、急性症状として眼の発赤、痛み、吐き気、めまい、

頭痛、発熱、悪寒、筋肉痛、虚弱が現れ 15, 16) 、長期間または反復して接触すると皮膚が感作

される可能性がある 15) 。 
・本物質の中毒では死亡例はなく、若干の入院例がみられる程度であり、大部分の中毒は本物

質自体にというよりも、本物質を溶かした溶剤と関連したものである 17) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 18) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒト対

する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOEL 0.75 mg/kg/day（肝臓重量

の増加など）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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